
 

◇高浜市に暮ら すみんなが、 まちの課題や目標を共有し ています。  

◇自分のためだけでなく 、 誰かのために自分ができ るこ と で、 まちのために活動するこ と で、

みんながゆるやかにつながっ ています。  

◇まちづく り に参加し たい、 まちのために挑戦し たいと いう 人が気軽に参加・ 挑戦でき 、 将来

のまちづく り を担う 人材が増えています。  

▶基本目標Ⅰ 手を 取り 合っ てみんなでまちを つく ろ う                      

目標（ １ ） 協働推進 

高浜市に暮ら す誰も がずっ と 住み続けたいと 思い、  

し あわせを感じ ら れるまちを つく り ます 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 現状》  

◆地域活動の活性化と コ ミ ュ ニティ の形成について若い世代ほど重要と 考えているが、 50 代

以上で現状に対し 満足し ていないが、 重要と も 考えていない傾向にある。  

◆10 代・ 20 代は高浜市に住み続けたいと いう 意識が他の年代より 低く 、 10 代・ 40 代でまちへ

の愛着が他の年代より 低い。  

◆20 代は、 転入、 転出者数が他の年代より かなり 多いこ と から 、 居住年数が少なく 、 まちへ

の愛着（ シビッ ク プラ イ ド ） が醸成さ れにく い状況であると 考えら れます。  

◆深いつながり や負担を要するコ ミ ュ ニティ に属するこ と を望まない方も 多い。  

◆かつては協力・ 助け合わなければでき なかっ たこ と が、 民間サービスや技術の進歩により 、

個人で解決でき るよう になっ た。  

◆地域団体の加入率が低下する中、 役員の成り 手不足も 深刻化し ている。  

《 課題》  

◇ゆるやかにつながれ、 いざと いう 時には協力し 合える風土を つく る必要があり ます。  

◇特に若い世代に対するシビッ ク プラ イ ド の醸成を促進する取組み（ 応援・ き っ かけの創出）

が必要です。  

◇時代の流れにあわせて、 地域のデジタ ル化についても 進めていく 必要があり ます。  

◇災害などいざと いう 時はアナログな助け合いが必要です。  

◇まちづく り の担い手育成や発掘に取り 組んでいく 必要があり ます。  

 

こ の目標分野の現状と 課題 
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こ の施策が目指すまちの姿 
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目標の達成度を測る指標 
現状値 

( 2023)  

目標値 

( 2027)  

 
  

 
  

 
  

 

 

 

 

 

 

 

［ 関連する個別計画等］  

■まちの課題や目標を共有し ます 

 ・ 高浜市の目指す将来都市像と その意味を積極的に発信し ます。  

・ まちの課題について語り 合い・ 共有する場を創出し ます。  

 

■誰かのため、 まちのために活動する人や団体、 企業を応援し ます。  

 ・ 時代にあっ たコ ミ ュ ニティ 活動のあり 方を市民・ 地域団体と 一緒に考えます。  

・ 若い世代のちょ っ と し た挑戦を応援でき る仕組みの構築など、 既存の支援制度を見直し 、 より  

効果的な支援を行います。  

・ 町内会やまちづく り 協議会活動、 企業の地域貢献活動などを積極的に発信し ていく こ と で、  

コ ミ ュ ニティ 活動への参画促進を支援し ます。  

 

■まちづく り に気軽に関われる仕組みや風土をつく り 、 人財を育みます。  

・ まちづく り に関わるイ ンセンティ ブの付与、 活動の発表会やコ ンテスト など、 まちづく り に 

興味・ 関心を持っ ていただける仕組みを構築し ます。  

・ デジタ ル技術の導入など活動の負担軽減を図れる仕組みを協働で研究・ 実施し ます。  

・ 定年延長など地域に関わる年齢が高齢化する中、 働き ながら でも 地域デビュ ーでき るきっ かけ 

づく り や意識啓発を行います。  

こ んなこ と に取り 組みます 

目指す姿にどれだけ近づいたかを はかる まちづく り 指標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 力を あわせて住み続けたい高浜市をつく ろ う ］  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

 

ひと り ひと り にでき るこ と  

みんなででき るこ と  

写真 写真 





 

◇日本人市民と 外国人市民がお互いの国籍や文化の違いを 理解し 、 認め合い、 外国人市民も 地

域の一員と し て助け合い、 活躍し ています。  

◇性別や考え方の違いなどの多様性を理解し 、 認め合い、 高浜市に暮ら すだれも が、 お互いを

尊重し 合えるよう になっ ています。

▶基本目標Ⅰ 手を 取り 合っ てみんなでまちを つく ろ う                      

目標（ ２ ） 多文化共生 

誰も がお互いを 理解し 合い、  

地域の一員と し て支え合い、 活躍し ています 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆年々外国人住民の方が増加し 、 総人口に占める外国人割合が８ ％を 超えるなど愛知県内自治

体で最も 高い人口比率（ 令和 3 年 6 月末時点） と なっ ています。  

◆令和 3 年 7 月に多文化共生コ ミ ュ ニティ センタ ーを開設し 、 外国人住民に対する一元化相談

窓口の設置や初期日本語教室などに取り 組んでいます。  

◆外国人と 日本人の相互理解の意識に差が生じ ています。  

◆性的マイ ノ リ ティ の方々を はじ め、 すべての市民の人権を尊重し 、 多様な生き 方を 互いに認

め合う 社会の推進のため、 令和 4 年 4 月より パート ナーシッ プ宣誓制度を 制定し ています。  

《 課題》  

◇日本語も 母語も たどたどし い世代の発生や多国籍化による情報発信ニーズの多様化と いっ た

新たな課題の発生や今後は外国籍住民の高齢化など、 今後、 さ ら なる課題が発生し てく るこ

と が想定さ れます。  

◇Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ を はじ めと し たさ ら なる人権尊重の意識啓発を 積極的に取り 組んでいく 必要があり

ます。  

こ の目標分野の現状と 課題 
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目標の達成度を測る指標 
現状値 

( 2023)  

目標値 

( 2027)  

 
  

 
 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

［ 関連する個別計画等］  

■多様性を認め合い、 誰も が暮ら し やすい環境をつく り ます。 ≪環境づく り ≫ 

 ・ 国籍に関わら ず暮ら し やすい環境をつく るため、 市から の情報を多言語及びやさ し い日本語で提供 

すると と も に、 外国人市民の状況把握や相談支援等を充実し ます。  

・ 外国人市民が生活し ていく ために必要な日本語やルールなどを学ぶ機会を充実し ます。  

・ 性別や考え方の違いなど関わら ず暮ら し やすい環境をつく るため、 パート ナーシッ プ制度など、  

価値観を認め合う 環境を整えます。  

 

■多文化共生社会の実現に向け、 一人ひと り の意識を高めます。 ≪意識向上≫ 

 ・ 外国人市民と 日本人市民の相互理解や多文化共生についての理解を深めるため、 日本人市民と  

外国人市民の交流機会や学習機会を充実し ます。  

・ 多文化共生コ ミ ュ ニティ センタ ーの機能強化を図り 、 さ ら なる活用を促進し ます。  

・ 多様性を認め合う 多文化共生に関する講演会や研修会の実施などによる意識啓発に努めます。  

 

■外国人市民の社会参画を促進し ます。  

・ 外国人市民が主体的にまちづく り 活動に関わるこ と ができ るよう 、 外国人市民へのまちづく り に 

関する情報提供と 参加促進に努めます。  

・ 外国人市民と 地域をつなぐ 人材育成および人と 人と をつなぐ ネッ ト ワーク を構築し ます。  

こ んなこ と に取り 組みます 

目指す姿にどれだけ近づいたかを はかる まちづく り 指標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 力を あわせて住み続けたい高浜市をつく ろ う ］  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

 

ひと り ひと り にでき るこ と  

みんなででき るこ と  

写真 写真 





◇市民が時間と 場所を 気にせず必要な手続き を 行う こ と が出来ています。  

◇業務の改善・ 効率化で浮いた人的資源を 市民一人ひと り に寄り 添っ たサービスの強化に繋げ

るこ と が出来ています。  

◇各種相談や面談が必要な手続き など、 どう し ても 市役所に行かなければなら ない時でも 、 効

率的なデジタ ル窓口が実現し ています。  

◇市民が安心し て情報提供でき るセキュ リ ティ システムが構築さ れています。  

▶基本目標Ⅰ 手を 取り 合っ てみんなでまちを つく ろ う                      

目標（ ３ ） Ｄ Ｘ （ デジタ ルト ラ ンスフ ォ ーメ ーショ ン） 推進 

時間と 場所を選ばない行政サービスを提供し ます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 現状》

◆国の「 自治体デジタ ルト ラ ンスフ ォ ーメ ーショ ン（ Ｄ Ｘ ） 推進計画」 により 全ての市町村に

対し て足並みを揃えて「 情報システムの標準化」 や「 行政手続き のオンラ イ ン化」 が求めら

れています。  

◆イ ンタ ーネッ ト サービスの利用者が各世代で増加し ています。  

◆セキュ リ ティ 脅威（ 情報搾取や不正行為、 詐欺、 情報漏洩など） が高度化、 複雑化し ていま

す。  

《 課題》  

◇情報システムの標準化に併せＡ Ｉ やＲ Ｐ Ａ （ ロボティ ク ス・ プロセス・ オート メ ーショ ン）

などの新技術の導入により 業務の効率化や適正な執行に図る必要があり ます。  

◇市民が時間と 場所を 選ばず行政サービスを受けら れるよう 行政手続き のオンラ イ ン化を 進め

る必要があり ます。  

◇各種相談や面談が必要な手続き など、 どう し ても 市役所に行かなければなら ない時、 市民の

負担軽減や利便性の向上を 図るため、 書かない・ 待たない・ 行かないデジタ ル窓口の実現が

必要です。  

◇市民情報を 守るためのルールづく り や情報管理体制など、 セキュ リ ティ の強化を 進める必要

があり ます。  

こ の目標分野の現状と 課題 

 

こ の施策が目指すまちの姿 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

目標の達成度を測る指標 
現状値 

( 2023)  

目標値 

( 2027)  

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 関連する個別計画等］  

■情報システムの標準化と 効率化を実現し ます。  

 ・ 住民基本台帳、 介護保険、 税、 国民健康保険、 年金、 選挙人名簿など市民に身近な手続き について

情報システムの標準化と 事務の見直し に取り 組みます。  

・ 他の自治体と 連携し ながら Ａ Ｉ やＲ Ｐ Ａ など、 新技術による業務効率化の実現に取り 組みます。  

■行政サービスのオンラ イ ン化を実現し ます。  

 ・ 引越や子育て関係、 介護関係などの手続きについて、 普及率の高いスマート フ ォ ンでも 手続きでき

るよう 行政サービスのオンラ イ ン化の実現に取り 組みます。  

■書かない・ 待たない・ 行かないデジタ ル窓口を実現し ます。  

・ 申請書記入の負担軽減、 関係窓口の連携強化による待ち時間の解消、 証明書自動発行機（ 行政キオ

スク 端末） の普及拡大により 書かない・ 待たない・ 行かないデジタ ル窓口の実現に取り 組みます。  

■市民情報を守る情報管理体制を実現し ます。  

・ Ｄ Ｘ の推進にあわせた新たなルールづく り と し て高浜市個人情報保護条例の見直し に取り 組みま

す。  

・ 全ての職員が個人情報保護など、 情報管理スキルが向上するよう 研修・ 教育体制の構築に取り 組み

ます。  

こ んなこ と に取り 組みます 

目指す姿にどれだけ近づいたかを はかる まちづく り 指標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 力を あわせて住み続けたい高浜市をつく ろ う ］  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

 

ひと り ひと り にでき るこ と  

みんなででき るこ と  

写真 写真 





 

◇情報を 受け取る側の立場に立ち、 まちの情報がいつでも どこ でも わかり やすく 得ら れるよう

になっ ています。  

◇「 知っ ていてほし い」 情報が、 確実に市民の皆さ んに届く よう になっ ています。  

◇まちのこ と が多く の人に伝わり 、 高浜市を「 応援し たい」、 高浜市に「 行っ てみたい」「 住ん

でみたい」 と いう 人（ フ ァ ン） が増えています。  

▶基本目標Ⅰ 手を 取り 合っ てみんなでまちを つく ろ う                      

目標（ ４ ） 情報発信・ シティ プロモーショ ン  

まちのこ と を 知っ て、  

    高浜市を 応援し たいと いう 思いを育みます 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 現状》  

◆市の情報の入手環境については、 40 代までは満足傾向にあるが、 50 代以上は満足傾向にあ

る方の割合が 50％を下回っ ています。  

◆スマート フ ォ ン等の普及など、 情報を 得るツールが進化・ 多様化する中、 情報の取得方法も

紙媒体から デジタ ルへと 変わっ てき ています。  

◆市の情報は身近に感じ づら く 、 市民にと っ て興味や関心をも ちにく い傾向にあり ます。  

◆20 代・ 30 代の方に比べ、 50 代以上の方は、 まちの魅力発信はあまり 重要ではないと 感じ て

います。  

《 課題》  

◇市民の関心や社会のト レ ンド にアンテナを張り 、 ニーズをく み取る必要がある他、 発信者側

の情報発信に対する意識やスキルを向上さ せる必要があり ます。  

◇電子媒体を 使いこ なせる世代にはより 情報が伝わるよう 、 電子媒体に不慣れな世代に対し 情

報格差が生じ ないよう 、 発信する内容や発信媒体の工夫、 電子媒体を 使いこ なせるよう にな

るよう な取り 組みが必要であり ます。  

◇高浜市に関わっ たこ と がある人など、 関係人口の増加を 目指し 、 高浜市のフ ァ ンを 増やし て

く こ と が今後必要と なっ てき ます。  

◇人と 人のつながり 、 コ ミ ュ ニケーショ ンを通じ た発信で市民の満足感・ 納得感を 高めていく

こ と も 大切です。  

こ の目標分野の現状と 課題 

こ の施策が目指すまちの姿 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足度

満足 おおむね満足 やや不満 不満 無回答  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要度

非常に重要 やや重要 あまり重要でない 重要でない 無回答 
 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代以上 ※ 年 齢 や 回 答

が無回答の方を

除く数値です。 満足傾向 76.9％ 76.4％ 65.6％ 62.5％ 47.4％ 48.6％ 47.5％ 

不満傾向 23.1％ 23.6％ 34.4％ 37.5％ 51.3％ 48.6％ 43.1％ 

 

≪令和 3 年 2 月に実施した市民意識調査結果より≫ 

必要な情報が手軽に入手できる環境にある 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

目標の達成度を測る指標 
現状値 

( 2023)  

目標値 

( 2027)  

 
  

 
  

 
  

 

 

 

 

 

 

 

［ 関連する個別計画等］  

■ まちの情報をわかり やすく 発信し ます。（ 人材育成）  

・ 市民一人ひと り が広報マン、 まちぐ るみで情報を発信し ていく 風土と 仕組みを構築し ます。  

・ 職員の情報発信に対する意識と スキルを向上さ せ、 分かり やすい情報発信に努めます。  

 

■「 知っ ててほし い」 が、 確実に届く 環境を整えます。（ 発信方法）  

 ・ Ｉ Ｃ Ｔ 技術の活用など、 その時代にあっ た情報発信媒体を取り 入れ、 情報の種類や受信者に適し た

発信方法で、 タ イ ムリ ーな情報提供に努めます。  

・ 市民と 行政がお互いにコ ミ ュ ニケーショ ンをと り 、 情報交換を活発に行い、 情報のニーズをく み取 

ると と も に、 つながり を通じ て情報を発信し ます 

・ 高浜市の情報はこ こ を見ればわかると いう 情報のプラ ッ ト フ ォ ームを整備し ます。  

 

■高浜市を応援し たく なるよう 、 まちの魅力を高めます。（ フ ァ ンづく り ）  

・ こ れまで磨き上げてきた地域の資源の可能性を研究し 、 さ ら に磨き 上げます。  

・ 新たな地域資源、 魅力の発掘・ 開発に取り 組みます。  

・ 市民が高浜市（ ふるさ と ） の良さ を再発見できるき っ かけをつく り ます。  

 

こ んなこ と に取り 組みます 

目指す姿にどれだけ近づいたかを はかる まちづく り 指標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 力を あわせて住み続けたい高浜市をつく ろ う ］  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

 

ひと り ひと り にでき るこ と  

みんなででき るこ と  

写真 写真 





 

◇安心し て子ども を 産み育てら れる環境が整っ ているまちになっ ています。  

◇多様化する生活スタ イ ルの中で、 子育ち・ 子育てを通じ て家族・ 地域のき ずなを 深めていく

まちになっ ています。  

◇子育ち・ 子育てを 支える人材・ 環境が整えら れて、 子育てに孤立し ないまちになっ ていま

す。  

▶基本目標Ⅱ みんなで学び・ 高め合い 高浜の未来を 育も う                   

目標（ ５ ） 子育ち・ 子育て  

多様な主体が子育ち・ 子育てを支えます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 現状》

◆就業者数の増加に伴い女性割合も 増加し ているため、 今後も 子育て支援に対するニーズの増

加が想定さ れます。  

◆将来的には子ども 数は緩やかに減少する見込みである。  

◆子育てを手助けする親族や知人がなく 、 孤立するおそれのある人が約１ 割程度います。  

《 課題》  

◇多様化する子育てニーズに応じ た支援が必要と なり ます。  

◇女性の就業割合の増加による保育ニーズの増加と 、 子ども 数の減少による事業規模縮小と の

バラ ンスを 考慮し た柔軟性のある子育て支援が必要です。  

◇子育てを支援する子育ち・ 子育てを支援・ 見守る人材の確保・ 育成が必要です。  

◇子育てを頼れる人がいない人が地域の中で孤立するこ と のないよう に、 Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た、

子育て世帯と 施設、 地域等の多様な関係者を つなげる仕組みを 構築し ていく 必要があり ま

す。  

 

  

こ の目標分野の現状と 課題 

こ の施策が目指すまちの姿 

総人口・年齢区分別人口の推移・推計「施策動向調査」より 日頃、お子さんの面倒をみてもらえる親族・知人の有無「第２期高
浜市子ども・子育て支援事業計画」より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

目標の達成度を測る指標 
現状値 

( 2023)  

目標値 

( 2027)  

 
 

 

 
 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

［ 関連する個別計画等］  

■「 高浜市子ども ・ 子育て支援事業計画」 に沿っ て、 子育て支援の充実を図り 、

待機児童のない保育環境と し ます。  

 ・ 教育・ 保育ニーズを適切に把握するために定期的な意識調査に取り 組みます。  

・ 定期的に更新する「 高浜市子ども ・ 子育て支援事業計画」 の策定に取り 組みます。  

・ 教育・ 保育ニーズに対応し た、 多様で柔軟な保育サービスの提供に取り 組みます。  

・ ニーズに応じ た地域子ども ・ 子育て支援事業等の実施に取り 組みます。  

 

■子育ち・ 子育てを支える人材の育成を図り 、 多様な主体が子育てを支える環境

を実現し ます。  

 ・ 子育ち・ 子育てを支える人材の発掘に取り 組みます。  

・ 様々な人材が子育ち・ 子育てに関わる環境の創出に取り 組みます。  

・ Ｉ Ｃ Ｔ を活用し て、 子育て世帯と 施設、 地域等をつなげる仕組みを構築し ます。  

・ 子育て中の親子が孤立し ない環境づく り に取り 組みます。  

・ 安全で安心でき る場所を多く のこ ども や保護者が利用でき るよう に取り 組みます。  

こ んなこ と に取り 組みます 

目指す姿にどれだけ近づいたかを はかる まちづく り 指標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 力を あわせて住み続けたい高浜市をつく ろ う ］  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

 

ひと り ひと り にでき るこ と  

みんなででき るこ と  

写真 写真 





 

◇自ら 学び、 生き る力を身に付けている子ども が育っ ています。  

◇自分も 周り も 大切にし ながら 、 人・ も の・ こ と に積極的につながる子ども が増えています。  

◇自分を 知り 、 持ち味を発揮し ている子ども が自分ら し く 輝いています。  

◇なり たい自分に向かっ て学んでいる子ども が育っ ています。  

▶基本目標Ⅱ みんなで学び・ 高め合い 高浜の未来を 育も う                   

目標（ ６ ） 学校教育 

自分・ 仲間・ 社会の幸せのために 

学び続ける子ども を育みます 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 現状》  

◆学習指導要領では、 教育の普遍の部分（ 知・ 徳・ 体の調和のと れた発達） を 大切にするこ と

と なっ ています。  

◆教育を 取り 巻く 環境は、 情報化やグローバル化の進展など変化が激し い時代にあり ます。  

◆中学生になると 、「 自分は成長し ていると 思う 」 生徒の割合が低く なる傾向にあり ます。  

《 課題》  

◇学校教育では、 常に社会の変化に対応し た取組が求めら れています。  

◇変化の激し い時代においても 、 試行錯誤を繰り 返し ながら も 、 子ども たちが自分ら し く 生き

ていく 力を 育成する必要があり ます。  

◇人と 直接関わるこ と のよさ に気付き 、 多く の人と の触れ合いの中で成長し ていく ための取り

組みが必要であり ます。  

◇自分の主張だけでなく 、 相手の意見も 尊重し 、 合意形成を図り ながら 仲間と 共に様々なこ と

に挑戦し ていく 意欲を育む取り 組みが求めら れます。  

◇自分のよさ を 理解し 、 自己肯定感の向上に向けた取組が必要であり ます。  

 

 

こ の目標分野の現状と 課題 

こ の施策が目指すまちの姿 

 

【主体的・対話的で深い学びを重視した学習風景】  

80

85

90

95

H30 R1 R2

自分は成長している（成長した）と思いますか

「とても思う」「どちらかといえばそう思う」

小６ 中３



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

目標の達成度を測る指標 
現状値 

( 2023)  

目標値 

( 2027)  

 
  

 
  

 
  

 
  

 

 

 

 

 

 

 

［ 関連する個別計画等］  

■生き る力を育む質の高い教育活動を実施するために。  

 ・ 学習指導要領に即し た基礎学力の定着を進めます。  

・ 主体的・ 対話的で深い学びを重視し た学習を推進し ます。  

・ 人・ も の・ こ と と の関わり 合いを重視し た教育活動を行います。  

・ キャ リ ア教育の充実に向けた取組を進めます。  

・ 道徳教育、 情報モラ ル教育など心の教育を推進し ます。  

・ 一人一人が持ち味を発揮でき る集団づく り を推進し ます。  

・ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ についての学習を推進し ます。  

 

■一人一人を大切にし たきめ細やかな教育のし く みを創り 出すために。  

 ・ 異校種間・ 異学年間の交流を充実し 、 １ ２ 年間の学びや育ちをつなげます。  

・ 特別な支援を必要と する児童生徒への個別支援の充実に向けた取組を推進し ます。  

・ 小学校において、 教科担任制の積極的な取組を推進し ます。  

・ 一人一台タ ブレッ ト を中心と し たＩ Ｃ Ｔ 機器のより 有効的な活用を進めます。  

 

 

こ んなこ と に取り 組みます 

目指す姿にどれだけ近づいたかを はかる まちづく り 指標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 力を あわせて住み続けたい高浜市をつく ろ う ］  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

 

ひと り ひと り にでき るこ と  

みんなででき るこ と  

写真 写真 





 

◇学びへの好奇心や学ぶ意欲をかき 立てるよう な体験に出会い、 チャ レ ンジする市民（ 子ど

も ） が増え、 知性や感性が育まれています。   

◇「 教え合う 」「 学び合う 」 と いっ た学びを通し たコ ミ ュ ニケーショ ンにより 、 学びの成果が

活かさ れ、 学び・ 人の輪が広がっ ています。  

◇まちの魅力や自慢が市民の共有財産と し て次の世代に継承さ れ、 地域に息づいています。  

▶基本目標Ⅱ みんなで学び・ 高め合い 高浜の未来を 育も う                   

目標（ ７ ） 生涯学習・ 文化・ スポーツ  

学びで人がつながり 合い 

みんなでまちを 支える力を 育みます 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 現状》  

◆生涯を 通じ た学ぶ機会について、 約 85%が重要と 考えており 、 学びの好奇心や意欲を灯し 続

ける必要性が認識さ れています。（ 出典： 高浜市総合計画審議会（ 第１ 回） 参考資料「 施策動向調査について」 よ り ）  

◆皆が一緒に語り 合う こ と や体を 動かすこ と の大切さ が認知さ れています。  

◆個人の知恵・ 特技・ 体験などを まちづく り に活かし ていく こ と が望まれています。  

◆「 こ のまちが好き 」 と 感じ る人の割合が減少傾向であり 、 まち固有の歴史や文化、 風土への

関心が希薄になるこ と が危惧さ れます。  

《 課題》  

◇ラ イ フ スタ イ ルの多様化、 デジタ ル技術の進展など目まぐ るし く 変化する社会情勢の中で、

好奇心の対象やニーズも 変化し ています。「 生き 抜く 知恵」 を 身につけるため、 楽し く 学ぶ

機会が必要です。  

◇一人ひと り の学びの力を 波及さ せ、 多様な主体と 連携し 、 まちを支える力に成長さ せる必要

があり ます。  

◇自分の住んでいるまちの歴史や文化、 現状を 知るこ と で愛着・ 誇り を 高め、 一人ひと り がま

ちの課題を 自分事と し て考える意識啓発を行っ ていく 必要があり ます。  

こ の目標分野の現状と 課題 

こ の施策が目指すまちの姿 

50
55
60
65
70
75

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

高浜市に愛着や誇りを持って
いる人の割合

25

30

35

H29 H30 R1 R2

持っている知識・特技・体験などを地域
や社会活動に活かしている人の割合

（％） （％） 

（ 出典： 「 市民意識調査」 よ り ）  （ 出典： 「 市民意識調査」 より ）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

目標の達成度を測る指標 
現状値 

( 2023)  

目標値 

( 2027)  

 
  

 
  

 
  

 

 

 

 

 

 

 

［ 関連する個別計画等］  

■「 知り たい」「 行動し たい」 と いっ た想いを応援・ 下支えし ます。  

・ 皆さ ん（ 特にこ ども ） の「 知り たい」 を支えるため、 知性や感性を育む多彩な学習活動を支援し ま

す。  

・ 学習活動を通し た文化創造および発信に取り 組みます。  

・ 子ども のチャ レンジする意欲を応援し 、 未来の高浜市を担う 人材育成を行います。  

 

■個人の知恵・ 技能をまちづく り に活かし 、学びを通じ まちの力を底上げし ます。 

・「 人に教えるこ と でさ ら に自分の理解を深める」 と いっ た学びの相乗効果や、学んだ内容をまちづく

り に活かし 、 広げるこ と で、 まちの底力を向上し ます。  

・「 する・ みる・ さ さ える」 と いっ た多様な視点から 、「 いつでも ・ どこ でも ・ だれでも ・ いつまでも 」

活動ができ るこ と を基に、 スポーツ・ レク リ エーショ ン活動を推進し ます。  

 

■まちの魅力・ 良さ を掘り 起こ し 、 我がまちへの愛着と 誇り を育みます。  

・ 歴史・ 文化・ 伝統・ 産業等の市の礎を学ぶこ と で、 まちへの興味・ 関心や愛着を高めます。  

・ 学びや体験を「 知る」「 活かす」 と と も に、 次の世代へ「 つないでいく 」 と いう 意識啓発を行います。 

 

こ んなこ と に取り 組みます 

目指す姿にどれだけ近づいたかを はかる まちづく り 指標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 力を あわせて住み続けたい高浜市をつく ろ う ］  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

 

ひと り ひと り にでき るこ と  

みんなででき るこ と  

写真 写真 





 

◇市民が安全・ 安心・ 快適に通行でき る道路が整備さ れています。  

◇公園が安全で快適に利用でき る地域の憩いの場と なっ ています。  

◇快適な生活の維持に必要不可欠なラ イ フ ラ イ ンと し て、 すべての市民に安全安心な水道水 

 の供給ができ ています。  

◇良好な住環境が形成さ れています。

▶基本目標Ⅲ 行き たい 住みたい 住み続けたい 魅力がつながるまちをつく ろ う           

目標（ ８ ） 都市基盤 

暮ら し を支える持続可能な都市を 形成し ます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 現状》  

◆本市には、 幹線道路から 住宅街の生活道路まで多様な道路があり 、 橋り ょ う を含め、 快適な

生活や地域経済を 支える重要なイ ンフ ラ ですが、 その多く で老朽化が進んでいます。  

◆公園は、 地域の憩いの場と し て重要な場所ですが、 公園施設の老朽化が進んでいます。  

◆快適な生活の維持、 災害時における重要なラ イ フ ラ イ ンである水道施設、 配水管も 老朽化が

進んでいき ます。  

◆昭和 56 年以前に建築さ れたも ののう ち、 耐震性が不十分な住宅が約１ 割存在し ています。  

《 課題》  

◇道路や橋り ょ う 、 公園などについては、 継続的な修繕を 行い、 計画的な維持管理や更新、 長

寿命化を図っ ていく 必要があり ます。  

◇災害時でも 安全安心な住環境が確保でき るよう 、 配水管の耐震化を 長期的な観点で、 計画的

に整備し ていく 必要があり ます。  

◇住環境の向上を図るため、 まちづく り 施策に基づく 土地利用の誘導や、 安心・ 安全に向けた

建物管理を 促す必要があり ます。

こ の目標分野の現状と 課題 

こ の施策が目指すまちの姿 

4 2 .8
5 1. 7

0

2 0

4 0

6 0

H 2 2 H 2 3 H 2 4 H 2 5 H 2 6 H 2 7 H 2 8 H 2 9 H 3 0 R1 R2

調和の取れた土地利用が図られ、安全・快適で

移動しやすいまちだと思う人の割合

※出典：市民意識調査結果より（毎年実施） ※出典：市民意識調査結果より（総合計画策定時調査） 

（％） 

まちづくりの満足度（おおむね満足以上の人の割合） 

 H 2 0 . 8  R2 . 7  

良質な住環境 4 7 . 9 ％ 6 3 . 7 ％ 

潤いの空間 5 1.2 ％ 6 4 . 3 ％ 

下水道整備 5 8 . 2 ％ 6 9 . 9 ％ 

まちづくりの重要度（やや重要以上の人の割合） 

 H 2 0 . 8  R2 . 7  

良質な住環境 8 3 . 5 ％ 9 1. 4 ％ 

潤いの空間 8 2 . 1％ 8 8 . 6 ％ 

下水道整備 8 1.8 ％ 8 9 . 8 ％ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

目標の達成度を測る指標 
現状値 

( 2023)  

目標値 

( 2027)  

 
  

  
 

 
 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

［ 関連する個別計画等］  

■道路施設などの計画的な維持管理を実施します。 

 ・ 老朽化する市道の舗装の修繕を計画的に行い、 長寿命化を図り ます。  

・ 橋り ょ う の点検・ 修繕を計画的に行い、 長寿命化を図り ます。  

・ 歩行者の安全確保のため、 歩道設置等の道路の改良に取り 組みます。  

■公園施設の計画的な維持管理を実施します。  

・ 公園施設の更新を行い、 危険施設の除去、 長寿命化を図り ます。  

・ 地域の関係団体等と 協働で、 花壇等の身近な場所の緑の充実に取り 組みます。  

・ 公園施設の更新の際には、 地域のニーズに対応し た施設更新を行う と と も に、 災害時の避難場所に

なるよう な配慮、 工夫に取り 組みます。  

■水道施設の計画的な更新を行い、 安全安心な住環境を整備し ます。  

・ 老朽化し た水道施設、 配水管の計画的な更新をおこ ない、 水道水の安定供給に努めます。  

・ 配水管の耐震化を進めて災害時の危機管理体制を整備し ます。  

■良好な住環境の形成を促進し ます。  

・ 計画的な土地利用の規制・ 誘導を図り ます。  

・ 住宅の耐震化率の向上を図るため、 耐震施策を推進し ます。  

こ んなこ と に取り 組みます 

目指す姿にどれだけ近づいたかを はかる まちづく り 指標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 力を あわせて住み続けたい高浜市をつく ろ う ］  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

 

ひと り ひと り にでき るこ と  

みんなででき るこ と  

写真 写真 





《 現状》  

◆高浜市商工会が実施する経営支援件数は、 近年は増加傾向にあり ます。  

◆市内の法人数は年々増加傾向にあり ますが、 商業・ 工業の事業所数はおおむね横ばいと なっ

ています（ 別途分析中） 。  

《 課題》  

◇今後も 地域産業を 継続的に発展さ せていく ために、 商工会と 連携し 、 経営支援を する必要が

あり ます。  

◇感染症等による景気低迷や大規模自然災害への防災対策、 高齢化、 デジタ ル化などによる環

境変化に対応するために支援を し ていく 必要があり ます。  

◇新規創業や企業の誘致、 既存企業・ 事業者の事業機会の拡大を 促す必要があり ます。  

◇地場産業を 振興するため、 行政と 業界がそれぞれの役割を担い、 連携する必要があり ます。  

 

 

◇市内の企業が持続的に発展するこ と で雇用が安定し ています。  

◇優良農地を 保全し ながら 、 新規創業や市内への進出企業が増加し ています。  

◇伝統技術の継承が図ら れ、 地場産業が振興し ています。  

（出典：第６次総合計画アクションプラン） （出典：愛知県） 

▶基本目標Ⅲ 行き たい 住みたい 住み続けたい 魅力がつながるまちをつく ろ う           

目標（ ９ ） 産業 

地域経済を活性化し 、 元気なまちを つく り ます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

こ の目標分野の現状と 課題 

こ の施策が目指すまちの姿 

9 19

9 3 7

9 4 6 9 4 6

9 0 0

9 10

9 2 0

9 3 0

9 4 0

9 5 0

2 0 17 2 0 18 2 0 19 2 0 2 0

年度

市内の法人数

2 19 4

17 5 1
19 5 3

2 7 0 5

0

5 0 0

10 0 0

15 0 0

2 0 0 0

2 5 0 0

3 0 0 0

2 0 17 2 0 18 2 0 19 2 0 2 0

（件）

年度

高浜市商工会が実施する経営支援件数



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

目標の達成度を測る指標 
現状値 

( 2023)  

目標値 

( 2027)  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

［ 関連する個別計画等］  

■市内の企業が持続的に発展し ていく ための取り 組みを進めます。  

 ・ 商工会と 連携し て経営支援、 事業継承支援などに取り 組みます。  

・ 融資制度、 補助制度を活用し た、 資金融通の円滑化支援などを行います。  

・ 企業を取り 巻く 環境変化に対応するため、 引き続き 企業支援のあり 方を検討し ます。  

 

■新規創業や市内への進出企業を増やし ます。  

 ・ 商工会と 連携し 、 創業支援施策を行います。  

 ・ 新たな事業を創出、 また企業が進出し やすい環境の構築など、 産業の活性化につながる取組みを 

  推進し ます。  

 

■地場産業の振興を図り ます。  

・ 災害による風評被害の払し ょ く や伝統性を活かし た商品開発、 ブラ ンド 化など、 地場産業である三

州瓦の優位性やデザイ ン性をＰ Ｒ すると と も に、 三州瓦を屋根や庭園に使用し た場合の補助金制度

により 三州瓦の普及を図り ます。  

 

こ んなこ と に取り 組みます 

目指す姿にどれだけ近づいたかを はかる まちづく り 指標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 力を あわせて住み続けたい高浜市をつく ろ う ］  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

 

ひと り ひと り にでき るこ と  

みんなででき るこ と  

写真 写真 





 

◇市民一人ひと り がごみの分別方法を理解し ごみの減量・ 適正な分別が実施さ れ、 ごみの排出

量が減少し ています。  

 

◇ごみのポイ 捨てや不法投棄のないき れいで住みやすいまちになっ ています。  

 

◇温室効果ガスの削減が進み、 環境負荷の少ないまちになっ ています。  

▶基本目標Ⅲ 行き たい 住みたい 住み続けたい 魅力がつながるまちをつく ろ う           

目標（ １ ０ ） 環境 

人と 地球にやさ し いき れいなまちを つく り ます 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 現状》  

◆市民 1 人一日当たり のごみの排出量は、 横ばい傾向にあり ます。  

《 課題》  

◇さ ら なるごみの減量に向けて、 ５ Ｒ （ 発生抑制・ 購入拒否・ 再使用・ 修理・ 再利用） を積極

的に推進し 、 大量生産・ 大量消費・ 大量廃棄の社会から 、 限り ある資源を有効に活用するた

めの循環型社会へ転換する必要があり ます。  

◇き れいで住みやすいまちを 実現するために、 環境美化推進員と 町内会などの団体が連携し

て、 環境美化活動に努める必要があり ます。  

◇地球温暖化の要因と なる温室効果ガスの排出を 抑制するために、 低公害車の導入や太陽光発

電などの再生可能エネルギーを 普及する必要があり ます。  

 

こ の目標分野の現状と 課題 

こ の施策が目指すまちの姿 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

目標の達成度を測る指標 
現状値 

( 2023)  

目標値 

( 2027)  

 
  

 
  

 
  

 

 

 

 

 

 

 

［ 関連する個別計画等］  

■ごみの減量と 再資源化を推進し ます。  

 ・ 生ごみ処理機の購入に対し ての補助を継続すると と も に、 食品ロスの削減に取り 組みます。  

・ ごみ分別便利帳を作成・ 配布するこ と により 、 正し いごみの分別方法を理解し 、 正し く 分別し ても

ら えるよう 啓発を行います。 また、 同時にごみの分別の見直し を行います。  

 

■ポイ 捨てや不法投棄のないき れいなまちを構築し ます。  

 ・ 不法投棄をなく すため市民団体や地域と 連携し 、 パト ロールによる監視体制を強化し ます。  

・ 環境美化推進員の活動の活発化やポイ 捨て禁止看板の設置など、 ごみのないき れいな環境の整備・

美化に取り 組みます。  

 

■環境負荷の少ないまちをつく り ます。  

・ 市の事業及び事務に伴う 温室効果ガスの削減を進め、 率先し て脱炭素化に取り 組みます。  

・ 再生可能エネルギーの利用促進や省エネルギー促進のため、公共施設等のＬ Ｅ Ｄ 化、省エネ型機器・

低公害車の導入など省エネ対策を推進し ます。  

 

 

こ んなこ と に取り 組みます 

目指す姿にどれだけ近づいたかを はかる まちづく り 指標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 力を あわせて住み続けたい高浜市をつく ろ う ］  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

 

ひと り ひと り にでき るこ と  

みんなででき るこ と  

写真 写真 





◇高齢、 障がい、 子ども ・ 子育て、 生活困窮などの様々な課題を 抱える人が包括的な支援を 受

けながら 、 なじ みの地域で暮ら し ています。  

◇社会的につながり が弱い人が、 地域でその人ら し く いき いき 活躍でき るよう 、 社会と つなが

るし く みができ ています。  

◇支える側・ 支えら れる側と いう 関係を 越えて、 地域の人々が丸ごと つながり 、 一人ひと り が

生き がいを も ち、 助け合う 地域を つく っ ています。  

▶基本目標Ⅳ 心も から だも 元気 毎日を 笑顔で暮ら そう                     

目標（ １ １ ） 福祉 

その人ら し く 安心し て生活でき る    

地域共生のまちづく り を進めます 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

な 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪現状≫ 

◆社会構造の変化により 、 様々な課題が絡み合う 「 複雑化」、 複数の分野にまたがる「 複合

化」 し た課題を抱える世帯が増えています。  

◆地域と つながる機会の減少により 、 社会的に孤立し ている人が増えています。  

≪課題≫ 

◇複合的な困り ごと に対する包括的な支援体制の強化が求めら れています。  

◇地域のつながり が希薄化する中、 地域と のつながり を つく り 、 自立し て生活でき る環境が求

めら れています。  

◇福祉の担い手を応援し 、 地域の福祉力が向上する支援が求めら れています。  

こ の目標分野の現状と 課題 

こ の施策が目指すまちの姿 

○支えあう住⺠参 
 加の地域づくり 

地 域 づ く り 支 援 

新たな課題の発掘 
地域からの情報提供 

○社会とつながる
しくみづくり 

参 加 支 援 

○複雑・複合化し 
 た課題への相談

を受ける体制 

包 括 的 な 相談 支 援 

◁ 高齢者 障がい者 子ども 生活困窮 外国人 ▷ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

目標の達成度を測る指標 
現状値 

( 2023)  

目標値 

( 2027)  

 
  

 
  

 
  

［ 関連する個別計画等］  

■包括的な相談支援体制による支援を拡充し ます 

・ 複合的な困り ごと の相談を いき いき 広場全体でサポート し 、 関係機関や地域支援関係者と の連携

を図り ながら 支援の強化に取り 組みます。  

 

■社会参加支援の充実を図り ます 

・ ひき こ も り 等の社会的に孤立し ている人に、 自立に向けた伴走型の支援に取り 組みます。  

・ 社会と のつながり づく り に向けて、 障がいのある 人、 認知症の人、 一人暮ら し の高齢者などの、

社会参加機会の拡充に取り 組みます。  

 

■地域福祉活動を支援し 、 支えあう 住民参加の地域づく り を進めます 

 ・ 災害時など、 も し も の時に備えて、 要支援者の実態把握を 継続的に行い、 地域の助け合いのため

の仕組み・ 関係づく り に取り 組みます。  

 ・ まちづく り 協議会や民生・ 児童委員、 ボラ ンティ アなど地域の福祉に関わる支援者と 連携し て、  

  地域住民による見守り 体制の充実を図り ます。  

 ・ 地域住民の知識や経験を活かせるボラ ンティ ア活動の魅力を積極的に発信し 、 担い手の発掘・ 養 

  成に取り 組みます。  

こ んなこ と に取り 組みます 

目指す姿にどれだけ近づいたかを はかるまちづく り 指標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 力を あわせて住み続けたい高浜市をつく ろ う ］  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

 

ひと り ひと り にでき るこ と  

みんなででき るこ と  

写真 写真 





 

  若いう ちから 、 一人ひと り が自身の健康状態に関心を 持ち、 健康づく り 活動へ積極的に

参加し ています 

  生活習慣病や認知症などの予防活動を 通じ て地域に出かける機会が増え、 生き がいや役

割を 持ちながら 、 心身と も に健やかで自分ら し く 暮ら し ています 

▶基本目標Ⅳ 心も から だも 元気 毎日を 笑顔で暮ら そう                     

目標（ １ ２ ） 健康 

一人ひと り と 地域全体の健康づく り を 応援し ます 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《 現状》  

◆「 一人ひと り の元気と 健康づく り を応援し ているまちだと 思う 人の割合」 は６ 割ですが、 近

年は減少傾向にあり ます。  

◆認知症高齢者の数は年々増加し 、 ２ ０ ２ ５ 年には高齢者の５ 人に１ 人が認知症になると 推計

さ れています。  

◆新型コ ロナウイ ルス感染症の流行により 、 市民生活や経済活動に大き な制約を受けていま

す。  

《 課題》  

◇市民が自分自身の健康状態を把握すると と も に、 ニーズに合わせた健康情報の提供や、 健康

づく り に取り 組みやすい環境が必要になり ます。  

◇高齢化が進展する中で、 認知症の予防や早期発見に努める必要があり ます。  

◇行動自粛などによる生活習慣の変化に起因する健康リ スク の増加が予想さ れます。  

 

こ の目標分野の現状と 課題 

こ の施策が目指すまちの姿 
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一人ひとりの元気と健康づくりを応援しているまちだ
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目標の達成度を測る指標 
現状値 

( 2023)  

目標値 

( 2027)  

 
  

 
  

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 関連する個別計画等］  

■誰も が健康に関心を持ち、 継続的に健康づく り に取り 組める環境を作り ます 

・ 定期的な健診や検診により 、 自身の健康状態を確認するこ と で、 健康づく り への興味・ 関心を促

進し ます 

・ 心身の健康について気軽に相談でき る環境づく り に取り 組みます 

■認知症などの予防活動に取り 組み、 生涯現役のまちづく り を進めます 

・ 予防啓発事業を充実さ せるこ と により 、 積極的に認知症、 生活習慣病、 フ レイ ル等に取り 組める

体制をつく り ます 

・ 高齢者の閉じ こ も り を予防し 、 通う こ と のでき る居場所づく り に取り 組みます 

こ んなこ と に取り 組みます 

目指す姿にどれだけ近づいたかを はかる まちづく り 指標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 力を あわせて住み続けたい高浜市をつく ろ う ］  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

 

ひと り ひと り にでき るこ と  

みんなででき るこ と  

写真 写真 





 

◇市民一人ひと り が、 防災・ 防犯に対する意識を 高め、 安全・ 安心に暮ら せるよう に取り 組ん

でいます。  

◇市民や地域等に「 自助」「 共助」 の重要性が認識さ れ、「 公助」 を含めた相互の連携を強化

し 、 災害に強いまちづく り を進めています。  

◇市民の生命と 財産を 守るため、 地域と 行政が連携し 、 犯罪や交通事故を防ぐ 取組を し 、 安

全・ 安心なまちづく り に取り 組んでいます。  

▶基本目標Ⅳ 心も から だも 元気 毎日を 笑顔で暮ら そう                     

目標（ １ ３ ） 防災・ 防犯 

防災・ 防犯の意識が高いまちづく り を 目指し ます 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 現状》  

◆市民意識調査では、 今後の重要施策と し て「 地震や水害などの防災体制」 が第１ 位と なり 、

市民の防災意識が高まっ ています。  

◆市内の刑法犯認知件数及び交通事故発生件数は年々減少傾向にあり ます。  

《 課題》  

◇南海ト ラ フ 地震等の大規模災害に対し 、 市民一人ひと り が備える「 自助」 の重要性が認識さ

れるよう に周知する必要があり ます。  

◇地域等に対し て「 共助」 の重要性が認識さ れるよう な取り 組みをし 、 地域防災力の向上に努

める必要があり ます。  

◇市民の防災意識の高まり から 、 市の防災対策への高い満足度が求めら れています。  

◇市内在住の外国人の割合は約８ ％と 高く 、 外国人に対し て防災・ 減災の重要性が認識さ れる

よう な取り 組みを する必要があり ます。  

◇防犯・ 交通安全対策については、 引き 続き 地域や関係機関と 連携し て犯罪抑止や交通事故防

止に取り 組む必要があり ます。  

こ の目標分野の現状と 課題 

こ の施策が目指すまちの姿 
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目標の達成度を測る指標 
現状値 

( 2023)  

目標値 

( 2027)  

 
  

 
  

 
  

 

 

 

 

 

 

 

［ 関連する個別計画等］  

■安全安心に暮ら せるまちづく り を実現し ます。  

 ・ 市民一人ひと り の防災・ 防犯意識向上のため、 防災・ 防犯に関する情報の周知徹底に取り 組みます。 

・ 市民が災害時に備えてマイ ・ タ イ ムラ イ ン（ 避難行動計画） を作成するよう 取り 組みます。  

・ 地域等に「 共助」 の重要性が認識さ れるよう な防災事業に取り 組みます。  

・ 大規模災害に備え「 公助」 における整備の改善・ 更新に取り 組みます。  

 

■災害に強いまちづく り を実現し ます。  

・ 地域防災リ ーダー養成を推進し 、 自主防災組織の強化に取り 組みます。  

・ 消防団の人員確保と 装備の充実を図り 、 地域防災力の向上に取り 組みます。  

・ 地域や消防団と 連携し 、 地域における防災体制の強化に取り 組みます。  

 

■地域と 行政が連携し 、 犯罪抑止、 交通事故防止を図り ます。  

・「 高浜市みんなで犯罪のないまちにし よう 条例」 に基づき 、 犯罪抑止活動に取り 組みます。  

・ 地域と 行政が連携し 、 交通事故防止に向けた交通安全対策に取り 組みます。  

・ 防犯カ メ ラ ・ 防犯灯の設置や地域主体のパト ロールの支援に取り 組みます。  

こ んなこ と に取り 組みます 

目指す姿にどれだけ近づいたかを はかる まちづく り 指標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 力を あわせて住み続けたい高浜市をつく ろ う ］  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

■〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇し よう 。  

 

 

ひと り ひと り にでき るこ と  

みんなででき るこ と  

写真 写真 




